研 究 実 施 計 画　書
代表研究者名　　　　　　　　　　　　　　
※記入上の留意点（11頁）を必ず確認の上、ご作成ください。
１．研究目的
（注）	専門外の人にも理解しやすいように、また研究の背景、先行研究との違いについても記載してください。
既存の研究を引用する場合には、その文献を記載してください。
	



２．基礎となるこれまでの研究成果
	



３．生命倫理・安全面への配慮
	



４．具体的な研究実施計画
　　（年度毎の実施内容）
	（初年度）


	（第２年度）


	（第３年度）



【補足】　　※ 11頁の「記入上の留意点」を必ず確認のうえ、ご記載ください。




５．初年度の助成金申込額

   　　200万円　　　　

（ 内 訳 ）

	科　　　　目
	金　　　　額
	備　　　　考

	（イ）消耗品費
	円
	

	（ロ）旅　　費
	円
	

	（ハ）備　　品 
	円
	

	（ニ）そ の 他
（事務管理費等）
	円
	

	合　　　計
（イ）～（ニ）
	円
	



（注）　初年度（単年度）の研究遂行上、必要とする研究経費等を計上してください。

６．初年度に必要とする研究経費等の内訳

（イ）消耗品費
	類　別
	品　　名
	金　　額
	備　　考

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	計
	円
	



（注）	（1）薬品類、（2）動物関係、（3）実験器具類、（4）その他に区分し、主な品名、金額（概算）、
備考欄に主な用途を記載してください。

（ロ）旅　費
	用　　務
	人　数
	単　価
	金額
	旅 行 先 等

	研究発表会･助成説明会
（2026年7月下旬）
	名
	円
	円
	京王プラザホテル

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	
	名
	円
	円
	

	計
	
	
	円
	



（注）当財団の研究発表会・研究助成説明会、助成研究の成果を発表するための学会参加の旅費及びその他研究遂行上に必要な旅費を計上できます。

（１）当財団の研究発表会・研究助成説明会への参加旅費
	勤務地の最寄り駅から会場（京王プラザホテル、「新宿」、「都庁前」のいずれかの駅）までの交通費・宿泊費
（２）その他研究遂行上必要な旅費
研究打合せ等の実行見込みを計上してください。
※本助成研究の成果発表を行わない場合、学会出席のための旅費・参加費は計上できません。

（ハ）備品
	品　　名
	仕　様
	数量
	単　価
	金　額
	備考(設置場所等)

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	
	
	
	円
	円
	

	計
	
	
	円
	円
	

	必要とする理由：



(注)	備品（購入単価が20万円以上の実験器具・研究用機器等）については、本助成研究の遂行において必要とする理由を明記してください。

（ニ）その他
	区　　分
	数　量
	単　　価
	金　　額
	備　　考

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	
	
	円
	円
	

	計
	
	
	円
	



（注）｢消耗品費｣、｢旅費｣、｢備品｣のいずれの項目にも当てはまらないもの（具体例は以下参照）
· 所属組織の定める事務管理費
· 研究協力者への謝金
· 研究遂行上で必要となる補助者経費
· 機器・設備等の賃借料、リース料
· 研究遂行打合のための会議室使用料
· 機器等の修理代                           など

７．過去５年間の研究発表

過去５年間に学会誌に掲載された研究論文、及び学会で口演した研究について、発表者名、タイトル、学会誌名（発表学会名）、巻、頁、年及び研究概要を年代順に記載してください。
なお、発表論文・口演については、主要２０件以内にとどめ、著者名のうち申込者本人の氏名に下線を付けてください。また、申込課題の内容に直接関係する論文の番号には○印を付けてください。



８．過去５年間の研究資金獲得状況

過去５年間に獲得した研究資金について年度順に記載してください。
当財団からの研究助成（共同研究者の場合も含む）についても必ず記載してください。

	年度(期間)
	研究資金の種類
	研究課題名
	役割
	期間全体の研究経費（万円）

	例)
2019-2021
	
科研費－基盤(B)
	
○○・・・の解明
	
研究代表者
	
500

	例)
2021
	
○○財団 研究助成
	
□□に関する・・・基礎研究
	
研究代表者
	
150

	
	
	
	
	


	
	
	
	
	


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	





[bookmark: _Hlk175573348]記入上の留意点
1. 書式改変の可否
· 書式改変は認めていません。枠内に収まるよう、記載をお願いいたします。
· 文字の大きさ、行間は変更不可ですが、カラーの使用、枠内への図の貼付は可です。

1. 補足の付記
· 「１．研究目的」から「４．具体的な研究実施計画」までについて、補足を付記する必要がある場合は、3頁の「補足」に記載してください（1頁以内厳守）。
· 補足を利用した場合は、審査委員がわかるように本文中に「補足参照」と記載してください。

1. 頁の追加
· 「７．過去５年間の研究発表」、「８．過去５年間の研究資金獲得状況」については、書ききれない場合は頁を追加して差し支えありません。




【アンケートへのご協力のお願い】

このたびは当財団の研究助成にご応募いただき、誠にありがとうございます。
研究助成事業の今後の改善のため、アンケートへのご協力をお願いいたします。

　【 こちら 】　から、アンケートにアクセスし、ご回答ください（所要時間約3分）。

· 「こちら」の箇所を、Ctrlキーを押しながらクリックしてリンク先にアクセスしてください。
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